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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月17日(2021.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定条件の成立に基づいて抽選を行う抽選手段と、
　該抽選手段による前記抽選の結果に応じて遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　所定の静止画像や動画を表示可能な演出表示装置と、
　前記遊技の進行に伴って実行される遊技演出に関連して発光可能な発光体と、
　該発光体が表実装面に実装される発光基板と、
　該発光基板が設けられて遊技盤に配置されるとともに、所定の基準位置と所定の基準位
置よりも前記演出表示装置の表示面中央側に移動可能である動作位置とに動作可能な可動
装飾体と、
　該可動装飾体を動作させる可動手段と、
　前記可動装飾体の位置を検出する位置検出手段と、を備え、
　前記発光基板の前記表実装面には、白色塗膜が形成されると共に、該白色塗膜上に黄色
で形成されて前記発光体を特定可能にする表記部が形成され、
　前記発光基板の表実装面の前方には、前記発光体および前記表記部を直視困難とする特
定透光部が設けられ、
　前記可動手段は、前記可動装飾体が前記基準位置にない場合に、当該可動装飾体を前記
基準位置に戻すことが可能である、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記した目的を達成するために、本発明においては、
　所定条件の成立に基づいて抽選を行う抽選手段と、
　該抽選手段による前記抽選の結果に応じて遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　所定の静止画像や動画を表示可能な演出表示装置と、
　前記遊技の進行に伴って実行される遊技演出に関連して発光可能な発光体と、
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　該発光体が表実装面に実装される発光基板と、
　該発光基板が設けられて遊技盤に配置されるとともに、所定の基準位置と所定の基準位
置よりも前記演出表示装置の表示面中央側に移動可能である動作位置とに動作可能な可動
装飾体と、
　該可動装飾体を動作させる可動手段と、
　前記可動装飾体の位置を検出する位置検出手段と、を備え、
　前記発光基板の前記表実装面には、白色塗膜が形成されると共に、該白色塗膜上に黄色
で形成されて前記発光体を特定可能にする表記部が形成され、
　前記発光基板の表実装面の前方には、前記発光体および前記表記部を直視困難とする特
定透光部が設けられ、
　前記可動手段は、前記可動装飾体が前記基準位置にない場合に、当該可動装飾体を前記
基準位置に戻すことが可能である、
　ことを特徴とする。
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